
  
 
 
 
 
 
 
 
 

「実りの秋」に子供たちの成⾧を願って 
   校⾧ 浅倉 宏之 

 

今年は台風の発生や接近が多く、天候に気を揉むこともございましたが、その分、例年の厳しい猛暑

に比べると幾分過ごしやすい夏休みとなったように感じます。また、地震に大雨等の自然災害も多く、

心配はつきませんでしたが、学校に子供たちの元気な声と笑顔が戻ってくれたことを本当にうれしく思

います。平素より本校の教育活動に多大なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 

さて、いよいよ二学期が始まります。一年の中で最も登校日数が多く、子供たちが大きく成⾧する

「実りの秋」です。さっそく9月9日からは、5年生が「名栗げんきプラザ」での自然教室に出発いたし

ます。初めてとなる1泊2日の宿泊行事を通し、豊かな自然の中で仲間と協力し合うことの大切さや自

主性を大いに学んでくれると期待しています。 

 

そして、10月24日には二学期最大の山場である「運動会」を控えています。目標に向かって心を一

つに練習に励む過程は、子供たちにとってかけがえのない財産となります。昨年度は天候不順により

ご不便をおかけしましたが、今年は晴天の下、開催できるよう祈っております。学校といたしまして

は熱中症対策や安全確保に万全を期しながら、子供たちが全力で輝き、力強く成⾧する姿を後押しし

てまいります。 

 

一方で、大きな行事に向かって活動的になる時期だからこそ、日々の落ち着いた学校生活も大切に

してまいります。秋は「読書の秋」「学びの秋」でもあります。まずは夏休み気分から学校のペース

へとスムーズに移行できるよう、規則正しい生活リズムへの声がけを行うとともに、子供たち一人ひ

とりがじっくりと学習に向き合える落ち着いた環境づくりにも努めてまいります。 

 

二学期も、子供たちの豊かな学びと健やかな成⾧のため、保護者や地域の皆様と手を携えて歩んで

まいりたいと考えております。引き続き温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

 


